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論　　文　　の　　要　　旨

　レクチンは雪多くの植物や無脊椎動物更に下等脊椎動物より発見されている。レクチンは里糖

と特異的に結合し赤血球や細菌などを凝集するが、現在この結合性を利用しラ糖タンパク質の精製

におけるアフィニティークロマトグラフのリガンドや雪糖タンパク質の糖鎖構造研究用試薬として

広く使われている。さらにヨレクチンはガン細胞を特異的に凝集しラその増殖を抑えることも知ら

れている。

　本論文は，櫃物に比べあまり研究されていない海洋生物雪特に貝類及びホヤ類を試料としラこれ

ら20種類からレクチンの検索を行ない雪そのうちウチムラサキのレクチンについて単離精製し雪そ

の性質を調べたものである。さらにヨレクチンの役割を調べる目的で骨ウチムラサキの糖質分解酵

素の性質を調べている。

　第亙編「貝類及びホヤ類におけるレクチンの検索」においてはう一ヱ6種類の貝と4種類のホヤにつ

いて害人の赤血球AB　O型を用い害レクチン活性の検索を行なっている。その結果、3種類の貝（ハ

マグリ，ウバガイヨウチムラサキ）と亙種類のホヤ（リッテルボヤ）に雪いずれもA型特異的レク

チンが見い出されている。そのうち雪ハマグリヨウバガイラリッテルボヤのレクチンはヨ本研究に

よって初めて発見されたものである。次にラこれら4種類のレクチンをヨアフィニティークロマト

グラフィーによって精製した。それらの精製レクチンは雪電気泳動によってヨいずれも数本のバン

ドを与えることが明らかになった。
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　第2編「ウチムラサキレクチンの精製」ではラ第亙編で活性のあったもののうち雪最も強い活性

を示したウチムラサキのレクチンの単離精製を行ないラその諸性質について調べている。ウチムラ

サキレクチンについては、すでに報告されているが、単離精製は行なわれておらず争その性質も

あまり調べられていない。

　ウチムラサキレクチンの臓器別分布を調べたところ，消化管にはほとんど含まれず雪外套筋及び

斧足に多く含まれていることを明らかにしている。精製には争消化管を除いた部分を用い雪硫安分

画とう第1回DEAE－ce此里oseヨアフイニテイーゲルヨ第2回DEAE－ce且亙ωoseの各クロマトグラフイー

によって行なっている。’アフィニティークロマトグラフにより精製したレクチン（SPA）はヨ電気

泳動的に7本のバンドを与えるが事上記精製法によってそのうちのメインバンド2本に相当する2

つのレクチンの単離精製に成功している。2つのレクチン（SPA一亙害SPA一亙亙）の活性収量は

各々ラ6ユ雪18％であり事汚性倍率は各々。74雪亙47倍であっ’た。

　第3編「ウチムラサキレクチンの性質」ではヨ単離精製したレクチンの諸性質を調べている。ウ

チムラサキレクチンSPA－I及びSPA－H且の分子量はヨSephadexG－150とB豆o－Ge豆P－200を用

いたゲルろ過法によって曾いずれも40，OOOの値を得ている。SDSポリアクリルアミドゲル電気泳動

によって雪いずれのレクチンも分子量14，OOOに相当する単一バンドを与えることを確認しヨ分子量

的に2つのレクチンを区別することができないことを明らかとした。一方，等電点電気泳動法によっ

て雪SPA一亙の等電点は4．5ラSPA一㎜のそれは4．1であることを調ベヨ両レクチンは電気的性質に

おいて異なることを明らかにした。両レクチンのアミノ酸組成はヨ非常によく似ているがラSPA－I

にはアスパラギン酸とリジンが多く含まれ里SPA一王I且ではグルタミン酸とアラニンが多く含まれて

いることを明らかにした。また、糖組成をガスクロマトグラフによって調ベヨ両レクチンともN一ア

セチルグルコサミンのみを構成糖とする糖タンパク質でありラSPA－IラSPA－I亙五のそれぞれの糖含

量はラ五．2％官2．1％という値を得ている。

　次にレクチンと糖の結合性を凝集阻害実験によって検討している。その結果ヨ各糖に対する結合

性は雪両レクチンとも同じであり雪メチルーα一N一アセチルーD一グルコサミンに対して最も強い

結合性を示すことを明らかにしている。一般的にラA型特異的レクチンはヨN一アセチルガラクト

サミンに対して強い結合性を持つがう本レクチンはN一アセチルグルコサミンに対してうより強い

結合性を示している。N一アセチルグルコサミンに対して結合性を示すレクチンとしてはヨ小麦胚

芽レクチンやカタツムリ（肋肱力o〃α肋）のレクチンなどが知られているがヨこれらのレクチンは

β結合したN一アセチルグルコサミンに対してでありラα結合のN一アセチルグルコサミンに対して

強い結合性を示すものは，バンデリア豆（肋〃θ伽ω∫伽〃6的ガα）のレクチンII（BSI亙）しか知

られていない。したがってヨ本レクチンはBSnに次ぐα型結合したN一アセチルグルコサミンに特

異的なレクチンである。

　SPA－IとSPA－n且のメチルーα一N一アセチルーD一グルコサミンに対する結合定数をUV吸

収差法によって求めヨSPA－Iでは113x亙03M－1，SPA一亙玉Iでは4．2x10些M■1の値を得ており雪こ

の結果よりラ両レクチンは結合する糖の種類は同じであるがヨ結合力に差があることを明らかにし
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ている。

　第4編「ウチムラサキにおけるβ一N一アセチルヘキソサミニダーゼの精製」においては，ウチム

ラサキレクチンと同じ糖に対して作用する糖質分解酵素の精製を行なっている6これは、リョクト

ウやサトウキビでは。それらのα一ガラクトシダーゼが。ウサギの赤血球を凝集すると報告されてお

りラ両作用は1つのタンパク質によるものとされている。そこでラウチムラサキにおいてもヨレク

チンと糖質分解酵素の関連を調べるため，β一N一アセチルヘキソサミニダーゼの精製を行なった。

　精製にはヨウチムラサキ消化管を用い、硫安分画とラToyopear1HW－50骨CM－ce11ωose冒Sepharose

4Bの各ゲルを用いたカラムクロマトグラフで行なった。その結果ヨ電気泳動的に単一なバンドを与

える酵素が得られ，活性収率は8．7％ラ活性倍率は98倍の値を得ている。本酵素はヨ各糖のクーニト

ロフェニール化合物を基質とし、各糖に対する活性を検討している。その結果ヨ本酵素はβ一N一ア

セチルグルコサミンに対する活性を100％とした時ラβ一N一アセチノレガラクトサミンに対しては33％

であり、他のα一N一アセチルグルコサミンやラα冒β一グルコース、αヨβ一ガラクトースに対する

活性はいずれも3．2％以下であることを調べ，一本酵素は。β一N一アセチルヘキソサミニダーゼである

ことを明らかにしている。

本酵素はヨToyopear1HW－50カラムクロマトグラフィーによりヨレクチンと分離できることよ

りラウチムラサキの場合ラ両者は別の物質であることを確認している。

　第5編「ウチムラサキのβ一N一アセチルヘキソサミニダーゼの性質」では，単離精製された酵素

の性質について検討を行なっている。第4編において。ウチムラサキのレクチンとβ一N一アセチル

ヘキソサミニダーゼは雪同一物質ではないことが明らかとなったがヨ本編では、レクチンと同じ糖

に親和性を持つが害作用の異なる本酵素の性質を調ベヨその違いを明らかにしている。分子量は、

Bio－Ge1P－200によるゲルろ過法によって，66，000の値を得，SDSポリアクリルアミドゲル電気

泳動ではヨ33，OOOの値を得ている。これよりヨ本酵素は2量体であると推定している。またラ等電

点は5．4であることを調べた。アミノ酸組成については，グリシン。バリンラセリン及びグルタミ

ン酸を多く含むことを明らかにした。本酵素の最適pHは3，8であり、最適温度は55℃ヨ熱安定性で

は50℃1時問の加熱でもほぼ安定であることを明らかにした。またラ本酵素の㎞値はラヵ一ニトロ

フェニルーβ一D－N一アセチルグルコサミンに対しては3．6xlO－3M，カーニトロフェニルーβ一D

－N一アセチルガラクトサミンに対しては1．4xlO■3Mの値を得ている。

　第6編「貝類及びホヤ類の抗ガン活性について」では。16種類の貝とラ4種類のホヤについて、

マウス白血病P－388を用いた加o伽o，肋肋oの抗ガン活性測定を行なっている。これはヨ小麦胚

芽レクチンがガン細胞の増殖を抑えると報告されている一方、ハマグリやホヤが。抗ガン活性を持

つという報告に基づくものである。その結果、加〃伽0ではサザエが最も高い抗ガン活性を示した

がヨいずれの試料もP－388細胞を凝集させずヨ小麦胚芽レクチンの様に凝集によって抗ガン性を示

すものがないことを確認した。マウスを用いた加伽0の実験では纈白ホヤが最も高い抗ガン活性

を持つことを明らかにした。
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審　　査　　の　　要　　旨

　現在レクチンはラ多くの植物より発見され，さらに無脊椎動物からも発見されている。しかし，

植物のレクチンに比べ無脊椎動物、特に貝類やホヤ類のレクチンに関しては。ほとんど研究されて

いない。

　著者は，研究の遅れているこの分野に注目しラ新たなレクチンを発見した意義は大きい。さらにう

今まで報告はされているが詳しい性質の調べられていない、ウチムラサキのレクチンに取り組みラ

その諸性質を明らかにしたこと．は十分に評価される。特に，ウチムラサキレクチンの特異糖がヨα型

結合したN一アセチルグルコサミンであることは，バンデリア豆のレクチンIIに次ぐ2番目の発見

で，この意義は大きい。

　またヲ実用面でも今まであまり知られていない糖認識をするレクチンは，アフィニティークロマ

トグラフィーや、糖タンパク質の糖鎖構造研究において。有効な手段となることが期待されラ重要

な発見と言える。

　レクチンとの関連において，ウチムラサキのβ一N一アセチルヘキソサミニダーゼの精製を行な

いヨレクチンと酵素は異なる物質であることを明らかにしているがヨこれはラ今後レクチンの生体

内での役割を研究する上でヨ重要な示唆を与えると思われる。さらにヨ酵素の性質を明らかしてい

るがラこのことによりヨ糖質研究における利用面での道を開いたと言える。

　よってヨ著者は農学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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